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研究成果の概要（和文）：本研究は、自己と他者とを包括する「わたしたち」という概念（”We”概念）の生成
および理解の発達過程を解明することで、ヒトの社会集団形成の重要な基盤となる、個と集団とを同一化する心
的機構の起源に迫り、現代における人間観を構築する上で不可欠かつ新たな知見を提示した。高密度コーパスを
用いたWe使用の発達様態の解明と共に、あらたに開発した行動実験パラダイムを通して「わたしたち」と発話す
る際の微細なニュアンス（真実／利己的／利他的）を反映してTD児が分配行動をおこなうのに対して、ASD児は
そのような傾向が見られないことが明らかにした。

研究成果の概要（英文）：This study empirically approached the developmental origin of the concept of
 "We", the first-person plural. To approach the development of production of "we", the authors 
analyzed data derived from Corpus. To approach responsive aspect, the authors developed a new 
experimental paradigm that require the participants to portion the reward between 2 agents, after 
experiences the true/selfish/altruistic utterance that included "we" and other pronouns (I/he(she)=
other). TD children robustly showed a tendency to reflect the utterance on sharing, while ASD 
children did not show such tendency.       

研究分野：比較発達心理学
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１．研究開始当初の背景 
個と集団の諸問題は、社会を見据える上で
欠かすことのできない問題でありつづけて
いる。グローバリズムが一方で叫ばれ他方で
その声に軋みが生じる現代社会において、国
家や民族間、さらには同一文化内での世代や
社会的階層間での「自己」と「他者」の問題・
これに関与する個人の問題は、社会を健全に
持続させ、未来を繋ぐ教育を構築する上で、
無視することのできない切実な問題である。
コミュニケーションにおける他者理解の問
題は、哲学・社会学的な考察の対象であるこ
とを超え、近年、脳神経科学やロボティック
スを含めた自然科学における直接の研究対
象としても現出している。国際的な研究動向 
に目をやれば、進化・発達心理学の領域にお
いてもこの傾向は近年活況を呈している。
「心の理論」(Premack&Woodruff,1978)に端
を発した「他者理解の発達と進化」の問題は、
新たな発見を重ねつつ、特に今世紀以降さら
に、新生児期に遡る視線理解の詳細な発達過
程 (Farroni,Johnson&Chibra,2007) や
like-me 仮説の提唱（ Meltzoff,2007 ）、幼
児期からの他者意図理解や意図性の共有に
関する知見（Call&Tomasello,2008）、関連性
理論を直接適用しつつ、乳幼児期における他
者の認知環境に基づく伝達方略の調整能力
の 発 達 を 検 討 す る な ど
（Southgate,Chevallier&Chibra,2008）、多
様で新鮮な視点を提供しつづけており、近接
領域である神経科学や人間工学の重要な基
礎を形成している。 
一方、理論的背景を考慮すると、哲学的論
考からも明白なように、一人称「わたし」と
二／三人称「あなた／あのひと」とのあいだ
には決定的なギャップが存在しており、他者
の心的諸状態の実在すら、我々は原理的には
確認することができない(その意味において
「心の理論」は、心理学領域からこのギャッ
プを直接正面から取り扱った概念といえる)。
自身と同様な心的諸状態を他者にも帰属し
つつ、それらを自身のものとは区別して階層
的に理解する能力とその発達・進化的起源、
そしてそれを可能にする心的基盤に関して
は特にここ 10 年来活発な議論が呈されてお
り、また、コミュニケーションや言語といっ
た広範なヒトの社会行動およびその障がい
にどのような作用をおよぼすかについても、
発達臨床場面をはじめ、語用論、脳科学、ロ
ボット工学等さまざまな領域に研究の裾野
が広がることで、理論・実証ともに新展開を
みせている(Sperber, 2010; Csibra, 2011)。 
橋彌と小林は、他者意図理解の重要な手が
かりである視線コミュニケーションの進化
的基盤となる目の外部形態の進化におよぼ
す社会的要因の検討（ Gaze-Grooming 仮説
の提唱）(Kobayashi&Hashiya,2011)や、非
ヒト型ロボットと幼児とのインタラクショ
ン場面におけるエージェント性付与の特性
（「 不 気 味 の 谷 」 現 象 の 確 認 ）

(Yamamoto,et.al.2009)など、自然科学的な手
法をもちいたコミュニケーションの発達と
進化に関する研究で国際的な成果を発表し
てきた。また、これらのデータにもとづ 
き、他者意図帰属という認知傾向を理解する
スキーマとなるべき仮説を提示している(橋
彌,2010)。その中で、自己／他者理解という
裾野の広い問題により有効に接近し、あらた
な研究展開を構築する上で効果的なアプロ
ーチとして、「わたしたち」という概念の発
達という新しい研究課題を着想した。 
２．研究の目的 
本研究は、自己と他者とを包括する「わた
したち」という概念（”We”概念）の発達過
程を解明することで、ヒトの社会集団形成の
重要な基盤となる、個と集団とを同一化する
心的機構の起源に迫り、現代における人間観
を構築する上で不可欠かつ新たな知見を提
示する。「わたしたち」を意味する語彙はほ
ぼすべての言語において日常的に観察され
るが、社会集団を構成する心的要素として
の”We”概念の意味は大きく、社会的存在と
しての個々人のアイデンティティ形成とも
深く関わっている。これを可能にする心的機
構をあきらかにするため、共同研究体制の下、
実験発達心理学・生理的指標計測・認知発達
語用論の理論と手法とを併用し、高密度母子
会話コーパスデータの詳細な解析と新たに
案出した複数の行動実験を組み合わせるこ
とで”We”概念の発達機序および関与する社
会的認知能力との相互作用をあきらかにし、
従来の「こころの理論」をはじめとする自
己・他者理解の定型／非定型発達研究と教育
実践に、新たな展望を提供することを目的と
した。 
３．研究の方法 
具体的な研究方法としては、以下の３つを
採ることとした。 
３－１：高密度母子会話コーパスによる”We”
生成の発達解析 We 発話の開始とその発達
的変化を把握し統計的に検討するためには、
日常会話における語彙使用の動態と、語彙理
解(２参照)との両側面を検討する必要があ
る。生成について、オープンソースである
CHILDES(MacWhinny,2000)の英語版を利用し
て予備的分析を行い、一人称単数(I)及び複
数(We)の生成が 3 歳前後で飛躍的に増加す
る可能性を見出した上で、「高密度縦断母子
会話コーパス」をもちいて解析をおこなう。
本コーパスデータは、マックス・プランク進
化人類学研究所との共同プロジェクトとし
て、松井が参加して作成されたものであり、
日本語・英語・ドイツ語について同一の手続
き下でコーパスを作成しており、相互に言語
間比較が可能である。日本語版では、日本語
を母語とする対象児と母親の会話を週に１
日(２歳の誕生週から５歳の誕生週まで２歳
の誕生日から６週間と、３歳の誕生日から６
週間とについては週に５日間)収録し、JCHAT 
ヘボン式ローマ字表記で書き起こしたもの



が、男女 1 名ずつ作成されている。対象言語
は、分析上の現実的制約からまずは英語のみ
とした。これは、英語の一人称複数代名詞
（we:our:us）には格表現が存在するために、
日本語に比して使用様態の把握が容易であ
るためである。比較条件として他の人称代名
詞を設定することで”We”概念使用の特異性
／一般性をあきらかにすることが可能にな
る。とくに一人称代名詞（I:my:me）、三人称
代名詞男性（ he:his:him ）、三人称複数代
名詞（they:heir:them）は、格表現が明確に
区別可能かつ単数・複数の比較が可能である
ため、発達様態の概要を検討する上では有効
と考えられる。母親の発話と上記の語彙出現
との関係も検討した。手順としては、語彙抽
出作業を実施した後、一般化線形混合モデル
（GLMM）を用いて発達様態を定量的にあきら
かにすることを企図した。 
３－２：エージェント 2者への分配行動を指
標とした”We”使用時のニュアンス認知の
検討―TD 児と ASD 児間の比較―  下記
のような課題を開発し、6-18 歳の TD 児群・
ASD 児群各 40 名（IQ,CA ともに統制）を対象
として実施した。◆概要：Informant/Partner、
２人の子どもと「先生」が登場する紙芝居的
なストーリーを提示。ストーリーはパソコン
画面で呈示し、視聴中の視線を合わせて計測
します(TobiiTX300 を使用。）◆デザイン：ス
トーリー内では 【行為者】＜Informant / 
Partner / Informant & Partner＞ が たま
たま「結果的に褒められる」【行為】をおこ
なう（珍しい石を見つける、魚を釣り上げる
等）。その後、２人はその成果を「先生」に
【報告】し、Informant が ＜「僕が○○した
よ」 /「P ちゃんが○○したよ」 /「ふたり
で○○したよ」＞ のいずれかを発言する。
◆その後、「先生」からの依頼に基づき、被
験児が、5 つ（奇数）の報酬を P と I に分配
することで、Informant に対する選好を測定
した。  
３－３：自他融合的な視点である”We”概念
と対置して検討する必要のある、他者への
共感的な「気遣い」の発達的起源についても
並行して研究をおこなう。他者の知覚・知識
状態を反映した行動の発達的起源について、
視線計測技術から、古典的な対面課題にいた
るまでの新たな課題を創出しつつ、実証的に
検討する。また、本課題を遂行する上で無視
することのできない重要な概念である
Theory of Mind についても、理論的な検討を
おこない、本課題との共通基盤とコントラス
トとをあきらかにすることを目指す。 
 
４．研究成果 
４－１： 高密度母子会話コーパスによる”
We”生成については、英語データからの We
発話抽出を終え、その使用様態の発達的変化
についての分析を実施し、結果を取りまとめ
ている。使用文脈の確認を行いながらの抽出
に時間を要したが、We 使用における所有格の

出現の特異性を含め、重要な知見をもたらし
ている。「一人称複数形」という、論理的に
は奇妙な代名詞がどのように出現するのか
を通して、ヒトの社会性の起源についての論
考を進めることができることを確信しつつ、
結果を取りまとめている。 
４－２：「誰の功績か (I/Other/We) 」 X
「Informant の報告(I/Other/We)」のマトリ
ックスは、「真実」「利己的な嘘」「利他的な
嘘」に分類できる。TD 児はこれらのニュアン
スを反映し、「功績者」を考慮した上で「利
己的な嘘」には分配を減少させ、「利他的な
嘘」には分配を増加させる傾向が顕著に観察
されたのに対し、ASD 児ではそのような傾向
が見られないことが明らかになった。現在、
分配理由に関する言語報告を解析中である
（cf. Happe(1994)の Strange Story 課題）。
ASD 児は必ずしも「We のニュアンス」を理解
していない訳ではなく、課題前半の文脈を後
半の分配に反省させていない可能性もあり、
慎重な検討が必要である。具体的には、分配
課題において■「文脈と分配は別（公平
に！）」と主張する ASD 児も多かった。また、
■誰の視点で分配するかに躊躇している報
告も散見され、従来しばしば指摘されるよう
な「他者の視点に立てない」というよりは、
論理的に考えうる視点の内どれを前提にし
て分配すべきか、という点で反応のばらつき
が生じているような印象を受けている。高機
能 ASD のある被験者は端的に「誰も神の視点
には立てませんから」と述べた。■逆に考え
れば、「誰の視点で分配し」「文脈を反映させ
る」ことは、TD 児にとっては「選択の余地の
ない前提」ということもでき、TD 児が発達過
程において、特定の視点に立って事象を判断
する強固な「認知バイアス」を獲得し、それ
を前提とした処理・反応が社会的コミュニケ
ーションにおいて暗黙の前提となっている
可能性がある。また、本研究で開発した課題
は、言語報告に加えて選択データが比較的簡
便に収集できる手法としての有効性が高く、
今後のコミュニケーション発達研究に大き
く寄与することが期待できる。 
４－３：自他融合的な視点である”We”概念
と対置して検討する必要のある、他者への
共感的な「気遣い」の発達的起源についても
新たな知見を得た。一方の行為に他方が「気
づいていない」場面を 0－1 才児に提示する
と、1 歳半の時点で、その行為の直後に「気
づいていない」他方への注意シフトが見られ
ることをあきらかにし、学術論文として発表
した。この成果は新聞・TV 等でも報道され、
保育・育児現場への基礎研究からのアウトリ
ーチとしても、社会的貢献を果たした。 
また、”We”概念を理論的に位置づける上
で重要である「こころの理論」概念について
も、研究代表者の翻訳書「ギャバガイ！」解
説（近刊）において、歴史的背景を含めて取
りまとめた上で検討し、また、アウトリーチ
としての貢献も果たすことができた。 
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